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新緑が美しい４月９日（金）、４５名のかわいい１年生が不知火小学校に入学しました。ちょっ

と緊張気味の１年生でしたが、背筋をピンと伸ばして話を聞く姿に、「これからの小学校生活を頑

張るぞ！」という意気込みが伝わってきました。

これからの義務教育９年間、子供たちは、いずれ

旅立つ実社会に向けて、学校において様々な体験を

積み重ねていきます。

保護者、地域の皆様には、是非子供たちの頑張り

を、温かく見守り、支えていただくようお願いいた

します。
話を聞く態度もとても立派でした！

なかなか収束の兆しを見せない新型コロナ感染症ですが、不知火小学校では感染拡大への備え

を行いながら、子供たちの学びの場の確保に腐心しているところです。オミクロン株への置き換

わりが進むにつれ、学校での疫学調査を実施しない等の対応が代わってきましたので、ここで対

応について現時点（令和４年４月２２日現在）での、学校の対応及び保護者の皆様にご協力いた

だきたいことなどをまとめてお知らせいたします。

〇 感染の危険性が高い学習内容は実施しませ

ん。

「家庭科の調理」「狭い室内での器楽演奏」

「体の接触を伴う運動」等

〇 校内では原則マスクを着用します。

〇 給食は正面を向いて黙食で行います。

〇 複数の児童が触る共有部分については、毎

日の消毒をしています。

基本的には保健所の指示により対応いただきます。

現在は発症日から１０日間（無症状の場合は検体採取

日から７日間）程度の自宅待機が必要なようです。

なお、学校関係者（児童、教職員）に陽性者が発生

した際は、市教委の指導により、感染拡大の恐れがな

いと判断された場合には、メールでの保護者への周知

は行っておりません。

また、陽性者の特定につながるような情報は、お知

らせできませんので、ご承知おきください。

感染症に伴う臨時休業（休校・学級閉鎖等）の

判断は、宇城市教育委員会が、下の基準等をもと

に行います。

【学級閉鎖の場合】

〇 同一の学級において複数の児童等の感

染 が判明した場合

〇 感染が確認された者が１名であっても、

周囲に未診断の風邪等の症状を有する者

が複数いる場合

【学年閉鎖・休校の場合】

〇 上記のような学級が複数の学級または

学年にまたがって発生した場合

臨時休業（休校・学級閉鎖）の判断

陽性が判明した場合・・学校での感染症対策

〇 日常の健康観察（毎朝の検温、風邪症状の有無

の確認等）を引き続きお願いします。

〇 発熱や風邪症状がある場合は、登校を控えてく

ださい。(出席停止)

また、「熊本県感染リスクレベル２」が出され

ている場合は、同居家族に同様の症状がある場合

でも、同じく登校を控えてください。(出席停止)

〇 児童本人及び同居家族が、陽性者または濃厚接

触者に指定された場合は、速やかに学校に（３２

－０２１２：福田教頭）ご連絡ください。

※ 土日祝日は宇城市役所（３２－１１１１）へ

家庭へのお願い


